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・　今週末4/25・26は熊本での地区大会です。本会議は4/26（土）場所は熊本市民会館で、受付開始が9：30となって

おりますので、参加予定の方はよろしくお願い致します。
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いただきました。

『人生の終焉と老害』

　私も来年から後期高齢者の仲間入りです。

　今年の奇麗だった桜の花を思い起こすと、後何回観れるかなと考えてしまいます。

　歳をとってくると世の中が若いころと違って見えてきます。

　自分がそのうちこの社会から消えて無くなると実感すると、

この社会での出来事すべてが大したことはない、取るに足らない出来事だと感じてきます。

　自分が宇宙よりも大きな存在だと感じるのです。だって、自分がいなくなればこの世界も消えてしまうわけですか

ら。（自分にとってですが）

　多分このような気持ちは50代ではわからないと思います。

　このような中で、私が最近感じるのは「若い人に意見を言ってはいけない」ということです。

　私だけかもしれませんが、どうしても、若い人の行動を見ると「こんなことをして！」とか「常識がなっていない」

とか色々と意見を言いたくなります。

　これこそが「老害」だと感じています。

　若い人は、私より優秀なんです。だから社会は発展してきたのですね。

いくら、社会でバリバリと働いて、その人なりの頂点を極めたとしても、自分がいなくなっても、社会は、若い人が

粛々と構築していくのです。

「俺がいなければ何もできない」の妄想は止めましょう。

城西ロータリーのイベントビデオでも、神野さんや石橋さんが、私以上のビデオを創れるのですから。だから、私は老

害から卒業することにしました。「老いては子に従え」です。

　最近の私の作品は、「熊野建設本社」ビルや大分空港近くの「日本生物科学研究所　新工場」です。工場の無機質な

表情を、いかに魅力的に創るか。免振構造や、高度な設備設計等、ドイツメーカーとの折衝は技術的に大変でしたが、

それは構造や設備設計の優秀な技術力でカバーしてもらえました。

　これから創っていくのは、こどもや障碍者のための施設ですが、

ここでも若い施主の素晴らしいコンセプトの元に設計が進められています。

「わさだこども村は、光と影、個性と調和が共存する場所。透明感のあるガラス、洗練された黒の外壁、力強いコンク

リートが象徴するのは、支え合いながら自立していく人々の姿。ここでは、障害のあるこどもや成人、貧困家庭の親

子、シングルマザーがつながり、互いに支え合う。

　未来を創る学びの場「ルミアカデミー」、誇りを持てる仕事の場「ノワールテーブル」、人々に温もりを届ける「ル

ミプレート」。この村に集うすべての人が輝き、成長し、安心して生きられる社会を築くための拠点となる。」

素晴らしいコンセプトです。この人に任せれば未来が明るく見えてきます。

私もそろそろ引退の時期かなと、ひがんでしまいそうですね。

　ですが、私も80歳までは創り続けて自分の頂点を極めますよ。まだまだ、歳だからとあきらめることなく最先端の技

術に挑戦しつづけます。

◆職業奉仕スピーチ（4月23日）　　　　衛藤祐介会員

◆R情報（4月23日）　　　　廣瀬舜一会員

・　5/14（水）のクラブ協議会は各委員会の今年度の振り返りとなっております。各委員長さんと担当リーダーの方に
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大分OliOliロータリークラブ　林  秀一 様　　1口
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◆卓話の時間　青少年奉仕部門　RYLA委員会委員長　林　秀一　様


